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2018年3月24日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！
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境
港こ

う

が
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
７
を
受
賞

し
ま
し
た
。（
公
社
）日
本
港
湾
協
会（
東
京
都
）が「
み
な
と

の
元
気
を
高
め
た
」
港
湾
を
選
出
し
て
顕
彰
す
る
も
の
で
、

中
国
地
方
管
内
の
港
湾
と
し
て
は
大
竹
港
（
広
島
県
）
に
次

ぐ
２
例
目
の
受
賞
と
な
り
ま
す
。

境
港
が
受
賞

ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ

・
イ
ヤ
ー
２
０
１
７

境
港
が
受
賞

ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ

・
イ
ヤ
ー
２
０
１
７

「
み
な
と
の
元
気
」官
民
一
体
で

クルーズ船の船長をもてなす地元の保育園児たち

　
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
２
０
１
７
に
選
出
さ
れ

た
境
港
は
、
鳥
取
・
島
根
両

県
に
ま
た
が
る
重
要
港
湾
で

す
。

　
境
港
市
は
、
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
で
の
魚
の

オ
ブ
ジ
ェ
設
置
な
ど
、「
み

な
と
」
を
中
心
と
し
た
に
ぎ

わ
い
空
間
の
創
出
に
官
民
一

体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
昨
年
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

寄
港
は
61
回
で
、
約
６
万
７

０
０
０
人
の
旅
客
が
境
港
を

訪
れ
、
過
去
最
高
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄
港
時

に
は
、
地
元
の
保
育
園
児
た

ち
が
参
加
す
る
行
事
や
伝
統

芸
能
の
披
露
な
ど
を
数
多
く

実
施
し
、
ク
ル
ー
ズ
船
客
を

歓
迎
す
る
と
と
も
に
船
長
を

始
め
と
し
た
ク
ル
ー
と
市
民

と
の
「
国
際
交
流
の
輪
」
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
貨
物
の
分
野
で
は
、
国
際

定
期
コ
ン
テ
ナ
航
路
の
コ
ン

テ
ナ
取
扱
量
が
年
間
最
高
を

更
新
。
環
日
本
海
定
期
貨
客

船
の
年
間
旅
客
利
用
者
も
昨

年
初
め
て
３
万
人
を
超
え
ま

し
た
。

　
２
０
１
９
年
に
は
セ
ー
リ

ン
グ
競
技
の
レ
ー
ザ
ー
級
世

界
選
手
権
大
会
も
開
催
。
美

保
湾
に
世
界
各
国
か
ら
多
く

の
来
訪
者
が
集
い
、
更
な
る

に
ぎ
わ
い
が
期
待
で
き
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
官
民
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
行
っ
た

結
果
、
境
港
市
を
中
心
と
し

た
周
辺
地
域
が
活
性
化
さ
れ
、

「
み
な
と
の
元
気
」
を
高
め

た
こ
と
が
こ
の
た
び
の
受
賞

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
ポ
ー
ト
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ

ヤ
ー
は
、
わ
が
国
の
港
湾
お

よ
び
臨
海
部
の
活
性
化
に
寄

与
し
、「
み
な
と
の
元
気
」

を
高
め
た
港
湾
を
選
出
し
て
、

顕
彰
す
る
も
の
で
す
。
雑
誌

「
港
湾
」
の
読
者
な
ど
が
投

　
境
港
商
工
会
議
所
と
境
港

青
色
申
告
会
は
、
所
得
税
の

確
定
申
告
に
備
え
て
、
決
算

・
確
定
申
告
個
別
相
談
会（
消

費
税
の
相
談
も
可
）
を
行
い

ま
す
。
相
談
に
応
じ
る
の
は
、

専
門
指
導
員
（
中
国
税
理
士

会
米
子
支
部
の
会
員
税
理

士
）
で
す
。

　
同
相
談
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
３
月
１
日
㈭
・
２
日

㈮
・
５
日
㈪
・
６
日
㈫
の
４

日
間
。
時
間
は
い
ず
れ
も
午

前
10
時
～
午
後
４
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所

会
議
室
（
境
港
市
上
道
町
）

参
加
料
　
無
料

持
参
し
て
い
た
だ
く
も
の
　

決
算
書
、
申
告
書
、
帳
簿
一

式
、
そ
の
ほ
か
申
告
に
必
要

な
書
類

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
相
談
課
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

　
境
港
市
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
期
間
中
の
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
を
撮
影
し
た
写
真
の
フ

ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
中

で
す
。
同
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

ツ
イ
ッ
タ
ー
と
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
写
真
投
稿
シ
ス
テ
ム

を
活
用
し
た
も
の
で
、
現
在

投
稿
さ
れ
て
い
る
写
真
を
閲

覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
は
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
本
格

化
し
、
再
配
置
す
る
妖
怪
ブ

ロ
ン
ズ
像
を
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前

公
園
に
集
結
さ
せ
た
「
世
界

妖
怪
会
議
」
を
は
じ
め
、
フ

ォ
ト
ジ
ェ
ニ
ッ
ク
な
表
情
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
美
し
い
、
楽
し
い
、
キ
レ

イ
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
、
感
動

的
な
風
景
な
ど
、「
あ
な
た

が
伝
え
た
い
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
風

景
写
真
を
投
稿
し
ま
せ
ん
か
。

　
同
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の

あ
ら
ま
し
は
、
次
の
通
り
で

す
。

応
募
資
格
お
よ
び
応
募
点
数

ど
な
た
で
も
何
点
で
も
応
募

で
き
ま
す

投
稿
期
限
　
３
月
４
日
㈰

表
彰
　
▽
最
優
秀
賞
＝
１
人

（
旅
行
券
５
万
円
分
）
▽
優

秀
賞
＝
３
人
（
旅
行
券
２
万

円
分
）
▽
境
港
市
長
賞
＝
10

人
（
境
港
特
産
品
５
０
０
０

円
相
当
）

　
詳
し
く
は
、「
今
だ
け
の

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
」
２
０

１
７
秋
～
冬
フ
ォ
ト
コ
ン
テ

ス
ト
実
行
委
員
会
の
公
式
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://m

izu
kiroad-photo.info/

）を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

投
稿
作
品
を
募
集
中

投
稿
作
品
を
募
集
中

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

今
だ
け
の
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド

専門指導員が応じます
境港商議所・境港青申会

決算・確定申告個別相談会

票
し
、
そ
の
投
票
数
と
選
定

理
由
な
ど
を
参
考
に
し
て
日

本
港
湾
協
会
が
選
び
ま
す
。

２
０
０
３
年
か
ら
始
ま
り
、

今
回
が
15
回
目
。

　
１
月
24
日
に
Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン

タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
（
東
京
都
）
で
表
彰
式
が

あ
り
、
境
港
港
湾
管
理
者
の

平
井
伸
治
・
鳥
取
県
知
事
と

中
村
勝
治
・
境
港
市
長
が
宗

岡
正
二
・
日
本
港
湾
協
会
会

長
か
ら
賞
状
を
受
け
取
り
ま

し
た
。

確定申告期限

所　 得　 税 … 3月15日㈭

贈　 与　 税 … 3月15日㈭

消費税・地方消費税 … 4月2日㈪

閻魔様

  舌より先に

　　虫歯抜く

（角森玲子）

　この閻魔（えんま）様、茶目っ気が

あっていいですね。虫歯を抜いても

らったら、舌を抜かれる前にスタコ

ラ逃げましょう。

� 選・桝田知身　
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同
社
の
名
前
は
、
創
業
者

で
あ
る
三
輪
博
美
氏
の「
三
」、

ち
ょ
っ
と拝 見

三　　光

総
合
的
な
環
境
事
業
で
地
域
に
貢
献

多
角
的
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
へ

事業の最新状況を話す足立貴史部長（同
社ロビーで）

出
光
興
産
の
「
光
」
を
と
っ

て
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
出
光

興
産
か
ら
境
港
で
の
石
油
製

品
の
委
託
管
理
を
任
さ
れ
た

こ
と
が
同
社
の
原
点
と
な
っ

て
い
る
こ
と
に
ち
な
ん
で
い

ま
す
。

　
そ
の
後
に
船
舶
の
廃
油
処

理
を
手
掛
け
、
廃
棄
物
処
理

分
野
に
参
入
。
１
９
８
１
年

に
は
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業

の
鳥
取
県
知
事
認
可
を
取
得

し
ま
し
た
。

　
足
立
部
長
は
「
当
社
は
廃

棄
物
を
ゴ
ミ
で
は
な
く
資
源

と
捉
え
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や

紙
類
を
活
用
し
た
再
生
燃
料

（
Ｒ
Ｐ
Ｆ
）、
下
水
汚
泥
を
活

用
し
た
肥
料
の
再
生
な
ど
、

様
々
な
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、
ガ
イ
ナ
ー
レ

　

２
０
１
７
年
に
創
立
45
周
年
を
迎
え
た
三
光
㈱
（
昭
和
町
、

三
輪
陽
通
社
長
）。
現
在
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
会
社
も
合
わ

せ
て
、
全
国
規
模
で
リ
サ
イ
ク
ル
を
中
心
と
し
た
環
境
ビ
ジ

ネ
ス
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
事
業
の
最
新
状
況
に
つ
い
て
、

同
社
サ
ポ
ー
ト
部
の
足
立
貴
史
部
長
に
伺
い
ま
し
た
。

鳥
取
の
芝
生
生
産
事
業
に
肥

料
を
供
給
し
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
地
域

活
性
化
事
業
に
も
参
画
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
２
０
１
３
年
に

当
社
の
産
業
廃
棄
物
焼
却
炉

の
廃
熱
を
利
用
し
て
、
キ
ジ

ハ
タ
養
殖
の
実
証
実
験
を
始

　
薄
く
て
、
軽
く
、
ほ
ど
よ

い
張
り
感
を
持
ち
合
わ
せ
た

オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
。
そ
の
風
合

い
と
光
沢
や
透
け
感
に
特
徴

が
あ
り
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
、
ポ
リ
エ
ス
テ
ル

１
０
０
％
の
平
織
り
の
布
で

す
。

　
そ
の
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
で
作

る
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｅ

の
ポ
ー
チ
は
、「
一
瞬
で
心

華
や
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
、
使

う
人
の
笑
顔
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
手
作

り
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
ポ
ー
チ
は
、
日
本
製

オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
の
ベ
ー
ス
布

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
輸
入

し
た
転
写
紙
で
絵
柄
を
プ
リ

ン
ト
し
た
生
地
を
使
用
。
カ

ッ
テ
ィ
ン
グ
の
た
び
に
絵
柄

が
変
わ
る
た
め
、
オ
リ
ジ
ナ

リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ポ
ー
チ
に

仕
上
が
り
ま
す
。

　
絵
柄
の
デ
ザ
イ
ン
は
も
ち

ろ
ん
、
使
い
や
す
さ
を
考
え

て
、
大
き
さ
や
形
も
い
く
つ

か
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

ま
た
フ
ァ
ス
ナ
ー
も
品
質
の

高
い
国
産
品
。
細
部
に
わ
た

っ
て
、
細
や
か
な
心
配
り
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
と
い
う
布

地
に
出
会
っ
た
渡
辺
さ
ん
が

そ
の
美
し
さ
に
惹
か
れ
、

心
と
き
め
か
せ
な
が
ら

作
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ポ

ー
チ
。
贈
り
物
に
も
ピ
ッ

タ
リ
な
一
品
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
Ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｅ
（
☎
０
８

０
︱
１
９
０
９
︱
２
３

４
９
）
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

は
２
月
７
日
、
食
品
表
示
研

修
会
を
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
１
５
年
４
月
に
食
品

表
示
法
が
施
行
さ
れ
、
ア
レ

ル
ギ
ー
表
示
の
変
更
、
加
工

食
品
の
栄
養
成
分
表
示
の
義

務
化
な
ど
の
新
た
な
食
品
表

示
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昨
年
９
月
１
日

か
ら
は
新
し
い
原
料
原
産
地

表
示
の
制
度
も
ス
タ
ー
ト
。

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
は
新

ル
ー
ル
に
基
づ
い
た
表
示
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
同
研
修
会
で
は
、

各
種
食
料
品
の
開
発
・
製
造

・
販
売
に
関
す
る
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
著
名
な
立
原

隆
義
氏
が
食
品
表
示
の
変
更

点
や
新
原
料
原
産
地
表
示
な

ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
解
説

し
ま
す
。

　
研
修
会
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
２
月
７
日
㈬
　
午
後

１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
・
小
ホ
ー
ル（
米

子
市
末
広
町
）

対
象
　
鳥
取
県
西
部
地
区
の

食
品
関
連
事
業
者

定
員
　
２
０
０
人
　

講
師
　
立
原
隆
義
氏
（
㈱
わ

き
あ
い
あ
い
代
表
取
締
役
社

長
）　

内
容
　
食
品
表
示
法
に
基
づ

く
食
品
表
示
基
準
の
概
要
▽

こ
れ
ま
で
の
表
示
ル
ー
ル
か

ら
の
変
更
点
（
ア
レ
ル
ギ
ー
、

添
加
物
、製
造
所
固
有
記
号
）

▽
栄
養
成
分
表
示
の
義
務
化

▽
新
し
い
原
料
原
産
地
表
示

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
鳥
取
県
西
部
総
合
事
務
所

生
活
環
境
局
生
活
安
全
課

（
☎
31
︱
９
３
２
１
）
へ
。

　

境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の
コ

ー
ナ
ー
。
今
回
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｅ
（
米
子
市
大
篠

津
町
・
渡
辺
清
枝
代
表
）
の
「
オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
の
ポ
ー
チ
」

で
す
。 我が社

の一品
我が社

の一品

オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｋ
ｉ
ｙ
ｏ
ｅ

オ
ー
ガ
ン
ジ
ー
の
ポ
ー
チ

立原隆義氏招き2月7日

食品表示研修会
鳥取県西部総合事務所

心華やぐオーガンジーのポーチ

め
ま
し
た
が
、
い
よ
い
よ
製

品
化
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
地
域
の
飲
食
店
と
も

連
携
し
て
商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
。

　
さ
ら
に
、
同
社
は
下
水
汚

泥
の
炭
化
処
理
、
低
濃
度
Ｐ

Ｃ
Ｂ
の
無
害
化
処
理
な
ど
、

様
々
な
環
境
問
題
に
も
対
応
。

特
に
、
同
社
の
持
つ
低
濃
度

Ｐ
Ｃ
Ｂ
無
害
化
処
理
施
設
は
、

全
国
に
わ
ず
か
30
程
度
し
か

な
い
た
め
、
こ
の
分
野
は
こ

れ
か
ら
需
要
が
増
え
て
い
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
サ
ポ
ー

ト
部
（
☎
44
︱
５
３
６
７
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　「
鳥
取
県
星
空
保
全
条
例
」

が
昨
年
12
月
に
成
立
し
、
４

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
鳥
取
県
は
、
鳥
取
市
さ
じ

ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク
な
ど
の
観

測
点
が
星
空
の
美
し
さ
で
わ

が
国
随
一
と
さ
れ
、
全
て
の

市
町
村
で
天
の
川
が
観
測
で

き
る
な
ど
、
後
世
ま
で
永
く

伝
え
る
べ
き
「
星
空
」
と
い

う
、
大
切
な
宝
が
あ
り
ま
す
。

　
夜
空
を
見
上
げ
れ
ば
星
に

手
が
届
き
そ
う
な
こ
の
県
を

皆
さ
ん
に
も
っ
と
堪
能
し
て

も
ら
お
う
と
、鳥
取
県
は「
星

取
県
」
を
名
乗
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。

　
美
し
い
星
空
が
見
え
る
環

境
は
、
清
浄
な
大
気
と
人
工

光
の
放
出
の
少
な
さ
で
も
た

ら
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国

各
地
で
過
剰
な
人
工
光
の
た

め
に
星
空
が
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
条
例
は
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
の
象
徴
で
あ
る
星
空

を
守
る
行
動
を
起
こ
し
、
鳥

取
県
の
美
し
い
星
空
が
見
え

る
環
境
を
県
民
の
貴
重
な
財

産
と
し
て
保
全
し
、
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
同
条
例
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

光
害
（
ひ
か
り
が
い
）
の
防

止
　
鳥
取
県
、
市
町
村
、
県

民
や
事
業
者
な
ど
は
、
光
害

の
防
止
に
取
り
組
み
ま
す

屋
外
で
の
投
光
器
な
ど
の
使

用
の
制
限
　
屋
外
で
投
光
器

や
レ
ー
ザ
ー
を
、
特
定
の
対

象
物
を
照
射
す
る
目
的
以
外

で
使
用
す
る
こ
と
を
原
則
禁

止
し
ま
す

星
空
保
全
地
域
の
指
定
・
保

全
措
置
と
県
の
支
援
な
ど
　

鳥
取
県
は
特
に
優
れ
た
星
空

環
境
に
あ
る
地
域
を
地
元
市

町
村
と
の
協
議
な
ど
の
手
続

き
を
経
て
指
定
し
、
そ
の
地

域
の
星
空
環
境
保
全
の
た
め
、

「
星
空
保
全
照
明
基
準
」
を

定
め
ま
す
。
ま
た
、
照
明
を

基
準
に
適
合
さ
せ
る
た
め
の

改
修
や
星
空
を
活
か
し
た
地

域
振
興
を
支
援
し
ま
す

星
空
を
活
か
し
た
環
境
教
育

の
推
進
　
鳥
取
県
は
、
星
空

環
境
を
活
用
し
た
教
育
の
機

会
や
情
報
の
提
供
に
努
め
、

学
校
や
地
域
な
ど
で
行
う
星

空
環
境
や
光
害
の
防
止
に
関

す
る
教
育
・
学
習
活
動
を
支

援
し
ま
す

　
同
条
例
に
つ
い
て
、
詳
し

く
は
鳥
取
県
生
活
環
境
部
水

・
大
気
環
境
課
（
☎
０
８
５

７
︱
26
︱
７
２
０
６
）
へ
。

保
全
条
例
制
定
で
星
空
守
る

星
取
県
に
な
り
ま
し
た

鳥 取 県

2



公益財団法人 産業雇用安定センター
URL http://www.sangyokoyo.or.jp/
■鳥取事務所  TEL（0857）20-1500

・増員/補充などで「人材募集」をされるとき
・雇用調整などで「人材の送り出し」をされるとき
・定年退職者の「再就職先斡旋」をされるとき

こんな時、
ご連絡・ご相談ください。

企業の皆様へ
失業なき労働移動をめざして
当センターは出向・移籍の専門機関として業種、地域、企業系列を
超えて企業間の出向・移籍の斡旋（無料）を行っております。
また新たに60歳～65歳の退職者を対象に再就職支援の
取り扱いをはじめました。

企業間の
人材マッチングを
支援しています。

東京製綱株式会社代理店
膨張式救命いかだ
整備事業場

株式会社昭 和 船 具 店
代表取締役 門　永　康一郎

境港市相生町 10 番地　TEL(0859)44－5511（代）
FAX(0859)42－6769　E－mail:showa@chic.ocn.ne.jp

運輸局認定

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•

港  で   働   く
プロフェッショナル

多
種
多
様
な
魚
を
水
揚
げ

若
い
担
い
手
が
増
加
中

岸
沿

漁
業

　同店は、山陰では珍しいお店の看板犬とふれあえるドッグカフェ

となっています。

　今井代表は「今までのドッグカフェは、犬を連れて入るだけの形

態でした。当店は店内にドッグランを作り、犬が走り回って喜ぶので、

皆さんが満喫できます」とＰＲ。犬同

伴でなくても入れるので、通りかかり

に来店するケースも増えてきました。

　「まいど」で紹介されたことについて、

「雲南市からテレビで見たというお客様

がこのたびの大雪にもかかわらず、来

店されました。反響は大きかったと思

います」と今井代表。

　同店は、ブログ（https://ameblo.jp/

mofumofu-111/）を公開。ランキング

急上昇中です。

　また、子どもたちの心を豊かにした

いとの思いから、保育園などに出張して、犬とふれあってもらう催

しの計画も進めています。

　詳しくは、同店（☎080－6341－0111）にお問い合わせください。

　昨年11月にオープンしたドッグカフェもふもふ（岬町、今井
康
やすなり

誠代表）。順調に来店客が増え、１月６日にはＢＳＳ山陰放送
の番組「まいど」でも紹介されました。今回、「シリーズ企業探訪」
にご登場いただくのは、同店の今井代表です。

Part

27企業探訪企業探訪企業探訪

看板犬とふれあえる
―  ドッグカフェ もふもふ  ―

BSS「まいど」で紹介
シリーズ

沿岸漁業の魚食普及を目的に開催する中野港漁村市

　
境
港
の
沿
岸
漁
業
は
、
美

保
湾
を
中
心
に
隠
岐
海
域
周

辺
ま
で
の
漁
場
で
行
っ
て
い

ま
す
。
沿
岸
漁
業
に
従
事
し

て
い
る
の
は
、
40
隻
・
80
人

程
度
で
、
10
ｔ
未
満
の
船
が

主
流
で
す
。
漁
船
の
基
地
は

中
野
港
で
、
取
っ
た
魚
は
境

漁
港
に
出
荷
し
ま
す
。

　
魚
種
は
シ
ラ
ス
、
カ
タ
ク

チ
イ
ワ
シ
、
カ
レ
イ
類
、
ヒ

ラ
メ
、
タ
イ
類
、
カ
ワ
ハ
ギ
、

バ
イ
ガ
イ
、
ア
ジ
な
ど
多
種

多
様
。
漁
の
時
間
は
、
朝
に

出
港
し
て
一
晩
中
漁
を
す
る

人
や
夜
に
出
て
朝
帰
っ
て
く

る
人
、
朝
に
出
て
夕
方
頃
に

帰
る
人
な
ど
、
様
々
で
す
。

最
近
は
、
若
手
の
漁
業
者
が

増
え
ま
し
た
。

　
赤
井
所
長
は
、「
若
い
人

が
漁
業
に
魅
力
を
感
じ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
安
定
し
て

水
揚
げ
が
で
き
る
美
保
湾
と

い
う
漁
場
が
あ
る
こ
と
が
一

番
大
き
い
の
で
は
」
と
理
由

を
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
沿
岸
漁
業
の
苦
労

す
る
点
と
良
い
点
に
つ
い
て
、

「
苦
労
す
る
の
は
、
天
候
の

良
し
悪
し
に
漁
が
左
右
さ
れ

る
と
こ
ろ
と
、
時
間
が
不
規

則
な
こ
と
で
す
。
で
も
、
誰

よ
り
も
多
く
の
漁
を
し
て
戻

っ
た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
。

水
揚
げ
を
し
た
と
き
の
達
成

ジョブトレーニングの流れ

協力
事業主
協力
事業主
協力
事業主

サポステ

サポステ
利用者

サポステ

サポステ
利用者 ②申し込み

①自立サポーターの登録

⑥
見
学・体
験
実
施

（
サ
ポ
ス
テ
の
ス
タ
ッ
フ
が
同
行
）

③依頼
④承諾
⑤見学・体験
　内容の確認

　
よ
な
ご
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
、

米
子
市
末
広
町
）
は
、
若
者

の
自
立
サ
ポ
ー
タ
ー
（
企
業

・
事
業
主
）
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　
サ
ポ
ス
テ
は
、
鳥
取
労
働

局
と
鳥
取
県
か
ら
委
託
を
受

け
、
就
労
に
向
け
た
準
備
を

し
て
い
る
若
者
の
支
援
を
す

る
相
談
支
援
機
関
で
す
。

　
同
所
は
、
就
労
に
向
け
た

ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
職

場
見
学
・
職
場
体
験
）
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
ジ
ョ
ブ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
の
目
的
は
、
若

者
が
体
験
を
通
し
て
働
く
と

は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
知
る

き
っ
か
け
作
り
で
す
。

　
た
だ
い
ま
、
同
事
業
に
登

録
す
る
自
立
サ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
中
で
す
。
ジ
ョ
ブ
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、
彼
ら

の
良
さ
を
最
大
限
に
引
き
出

す
機
会
の
ご
提
供
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

自
立
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、

詳
し
く
は
サ
ポ
ス
テ
（
☎
21

︱
８
７
６
６
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

企
業
を
募
集
中

自
立
サ

ポ
ー
タ
ー

若
者
の
就
業
支
援
に
ご
協
力
を

「まいど」に出演した記念の色
紙を手にする今井康誠代表

感
は
何
物
に
も
変
え
ら
れ
ま

せ
ん
」
と
話
す
赤
井
所
長
。

　
２
０
１
３
年
か
ら
は
若
手

の
漁
業
者
を
中
心
に
、「
さ

か
い
み
な
と
中
野
港
漁
村

市
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
赤
井
所
長
は
、「
色
々
な

人
た
ち
に
協
力
し
て
も
ら
い
、

魚
食
普
及
に
向
け
て
知
恵
を

絞
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
５

　「
港
で
働
く
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
漁
業
編
。
今
回
ご

紹
介
す
る
の
は
、
沿
岸
漁
業
で
す
。
鳥
取
県
漁
業
協
同
組
合

境
港
支
所
の
組
合
員
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し
て
い
る
境
港

の
沿
岸
漁
業
に
つ
い
て
、
同
支
所
の
赤
井
栄
作
支
所
長
に
伺

い
ま
し
た
。

月
か
ら
毎
月
開
催
予
定
に
し

て
い
ま
す
の
で
、
沿
岸
漁
業

の
魅
力
を
知
り
、
魚
の
美
味

し
さ
を
味
わ
い
に
来
て
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」
と
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

新社長の浜田貴稔氏

　
境
港
市
内
事
業
所
の
多
く

が
悩
ん
で
い
る
人
手
不
足
は
、

同
社
に
も
様
々
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
同
社
の
納
入

す
る
商
品
は
種
類
が
多
い
こ

と
と
、
取
引
先
の
要
望
が
少

し
ず
つ
違
う
た
め
、
多
品
種

少
量
の
生
産
工
程
と
な
っ
て

　
同
社
は
、
昨
年
11
月
に
浜

田
雅
人
氏
（
現
会
長
）
か
ら

浜
田
貴た

か
と
し稔
氏
に
社
長
を
交
代

し
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
は
、
弁
当
や
オ

ー
ド
ブ
ル
、
各
種
惣
菜
を
製

造
し
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
に
納

入
す
る
こ
と
。
米
子
高
島
屋

に
は
直
営
店
も
あ
り
ま
す
。

老
舗
こ
め
や
の
ま
ご
こ
ろ
を

込
め
た
伝
統
の
味
が
人
気
で

す
。
ま
た
、主
力
商
品
の「
の

の
こ
め
し
」
は
冷
凍
真
空
パ

ッ
ク
も
あ
り
、
通
信
販
売
な

ど
で
家
庭
用
や
全
国
発
送
に

と
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
細
か

く
て
い
ね
い
に
作
業
を
こ

な
せ
る
人
の
配
置
が
大
切

で
す
が
、
現
状
の
人
員
体

制
で
は
不
十
分
と
感
じ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
浜
田
社
長
は
、「
新
し

い
取
引
先
は
、
残
念
な
が

ら
増
や
せ
な
い
の
が
現
状

で
す
。
し
か
し
、
今
の
取

引
先
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

安
定
し
た
供
給
を
続
け
て

い
き
、
取
引
量
を
増
や
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

新社長にバトンタッチ
― こめや産業 ―

境港商議所

会会のの員員今今28

　「
会
員
の
今
」
は
、
境

港
商
工
会
議
所
会
員
の
動

向
を
伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で

す
。
今
回
は
昨
年
11
月
、

新
社
長
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

し
た
㈲
こ
め
や
産
業
（
外

江
町
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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代表取締役

ベニズワイ
かにかご所有船

喜多村  一  司
境港市昭和町6番地11

TEL 0859ｰ42ｰ2434（代表）　FAX 0859ｰ44ｰ3248

未来につなげよう、
海と魚と魚食文化!

•第８８明神丸
•第３２やよい丸
•第８大岩丸

小さなカニは
脱出口から再び海へ。

大切な資源を
次世代につなごう。

有限会社 北 陽 水 産
〒683‒0037 米子市昭和町25番地
TEL （0859)3 3－9 2 1 1㈹
FAX （0859)2 2－0 2 6 8
http://www.miho.co.jp

代表取締役社長 野  津  一  成
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恒
例
の
「
カ
ニ
感
謝
祭
」

が
１
月
21
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
境
港
カ
ニ
水

揚
げ
日
本
一
Ｐ
Ｒ
実
行
委
員

会
（
越
河
彰
統
会
長
）
が
実

施
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
で
、

今
回
が
15
回
目
。

　
パ
レ
ー
ド
参
加
者
の
う
ち
、

先
着
３
０
０
人
に
境
港
産
の

ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
２
枚
が
プ

レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
る
と
あ
っ
て
、

多
く
の
お
客
様
が
朝
早
く
か

ら
パ
レ
ー
ド
参
加
の
受
け
付

け
を
待
っ
て
行
列
を
作
り
ま

し
た
。

　
感
謝
祭
の
セ
レ
モ
ニ
ー
は

例
年
、
水
木
し
げ
る
記
念
館

前
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
の
Ｐ
Ｒ
も
兼
ね
て
、

今
回
は
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
前
公
園

内
の
特
別
展
示
「
世
界
妖
怪

会
議
」
で
実
施
。

　
セ
レ
モ
ニ
ー
を
終
え
た
地

元
関
係
者
や
一
般
の
お
客
様

カニ水揚げ日本一のPRで水木しげるロードを練
り歩く鬼太郎たちとパレードの参加者 ⓒ水木プロ

境港カニ水揚げ
日本一PR実行委

盛
大
な
パ
レ
ー
ド
を
実
施

世
界
妖
怪
会
議
場
で
カ
ニ
感
謝
祭

　
境
港
を
訪
問
す
る
外
国
人

観
光
客
向
け
の
体
験
ツ
ア
ー

「
伯
耆
の
國
酒
蔵
め
ぐ
り
」

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
同
ツ
ア
ー
は
、
▽
千
代
む

す
び
酒
造
㈱
（
大
正
町
）
▽

廻
る
お
寿
司
屋
さ
ん
大
漁
丸

境
港
店
（
竹
内
団
地
）
▽
久

米
桜
酒
造
㈲
・
大
山
醸
造
場

（
伯
耆
町
丸
山
）
▽
㈱
稲
田

本
店
（
米
子
市
夜
見
町
）
︱

の
４
カ
所
を
め
ぐ
る
も
の
。

お
客
様
を
ご
案
内
す
る
の
は
、

わ
か
と
り
交
通
㈲
の
鬼
太
郎

タ
ク
シ
ー
で
す
。

　
基
本
は
６
時
間
コ
ー
ス
で
、

小
型
車
利
用
の
場
合
は
１
台

が
３
万
円
（
４
人
ま
で
）、

中
型
車
利
用
の
場
合
は
、
１

台
が
３
万
５
０
０
０
円
（
５

人
ま
で
）
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
会
社
を
訪
問
し
、
酒
蔵
見

学
と
試
飲
が
で
き
ま
す
。
立

ち
寄
り
先
を
減
ら
し
て
、
時

間
を
短
縮
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　
同
ツ
ア
ー
を
立
案
し
た
５

社
は
、
英
語
、
韓
国
語
、
中

国
語
（
簡
体
字
、
繁
体
字
）

に
対
応
し
た
Ｐ
Ｒ
用
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
も
作
成
。
ク
ル
ー

は
、
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
に
カ
ニ

を
積
み
込
ん
だ
リ
ヤ
カ
ー
や

鬼
太
郎
た
ち
と
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
を
パ
レ
ー
ド
。
最
後

に
妖
怪
神
社
で
カ
ニ
の
豊
漁

や
安
全
を
祈
願
し
て
、
松
葉

ガ
ニ
と
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を

奉
納
し
ま
し
た
。

　
パ
レ
ー
ド
の
後
は
、
鬼
太

郎
音
頭
保
存
会
の
踊
り
披
露

や
ベ
ニ
ガ
ニ
有
志
の
会
の
カ

ニ
汁
ふ
る
ま
い
も
あ
り
、
参

加
し
た
観
光
客
の
皆
さ
ん
に

本
場
境
港
の
カ
ニ
を
堪
能
し

て
い
た
だ
い
た
一
日
で
し
た
。

人
手
不
足
の
解
消
に
力

専
門
家
チ
ー
ム
派
遣
で
支
援

１
時
間
は
７
７
４
円
に

鳥
取
県
産
業
別
最
低
賃
金
が
改
定

「安全で親切に酒蔵をご案内します」
とPRする松本勇社長　　 ⓒ水木プロ

訪日外国人対象の体験ツアー

鳥取県西部の酒蔵を見学鳥取県西部の酒蔵を見学
鬼太郎タクシーがご案内

　
鳥
取
県
地
域
活
性
化
雇
用

創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
協

議
会
は
、
こ
の
た
び
サ
ー
ビ

ス
産
業
の
人
材
活
用
力
強
化

を
図
る
た
め
に
専
門
家
チ
ー

ム
を
結
成
。
各
事
業
所
に
派

遣
し
て
、
き
め
細
か
い
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
同
事
業
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

取
り
組
み
内
容
　
雇
用
環
境

の
改
善
や
生
産
性
の
向
上
を

図
り
、
正
社
員
の
雇
用
を
増

や
す
た
め
、
専
門
家
チ
ー
ム

を
派
遣
し
て
、
業
務
改
善
計

画
の
策
定
や
見
直
し
な
ど
の

業
務
改
善
を
支
援

支
援
の
対
象
者

①
観
光
・
食
・
健
康
分
野
の

サ
ー
ビ
ス
産
業
や
関
連
業
種

に
該
当
す
る
事
業
者

②
誠
実
に
事
業
に
取
り
組
み

最
後
ま
で
履
行
で
き
る
事
業

者③
派
遣
終
了
後
、
半
年
以
内

に
正
社
員（
新
卒
者
を
除
く
）

の
雇
用
を
予
定
し
て
い
る
事

業
者

専
門
家
チ
ー
ム
の
体
制
　
依

頼
事
業
者
の
課
題
や
支
援
内

容
に
対
し
て
社
会
保
険
労
務

士
お
よ
び
商
工
団
体
に
所
属

す
る
中
小
企
業
診
断
士
な
ど

が
チ
ー
ム
を
構
成

経
費
負
担
　
専
門
家
へ
の
謝

金
・
旅
費
は
既
定
の
範
囲
内

で
同
協
議
会
事
務
局
が
負
担
。

た
だ
し
、
規
定
を
超
え
る
場

合
は
、
事
業
所
の
負
担
と
な

り
ま
す
。そ
の
他
の
経
費（
消

耗
品
費
、資
料
作
成
費
な
ど
）

は
事
業
者
の
負
担

　
詳
し
く
は
、
同
協
議
会
事

務
局
（
鳥
取
県
就
業
支
援
課

内
・
☎
０
８
５
７
︱
26
︱
８

４
７
６
）
へ
。

　
鳥
取
県
の
特
定（
産
業
別
）

最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ
、
１

時
間
が
７
７
４
円
に
な
り
ま

し
た
。
発
効
日
は
１
月
11
日
。

適
用
さ
れ
る
の
は
、
鳥
取
県

の
区
域
内
で
電
子
部
品
・
デ

バ
イ
ス
・
電
子
回
路
製
造
業
、

電
気
機
械
器
具
製
造
業
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業
を

営
む
使
用
者
で
す
。

　
一
方
、
鳥
取
県
最
低
賃
金

は
、
昨
年
10
月
６
日
か
ら
１

時
間
が
７
３
８
円
に
改
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
最
低
賃
金
に
は
、
▽
精
皆

勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族

手
当
▽
臨
時
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
▽
１
カ
月
を
超
え
る
期

間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃
金

▽
時
間
外
労
働
、
休
日
労
働

及
び
深
夜
労
働
の
割
り
増
し

手
当
︱
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　
最
低
賃
金
に
つ
い
て
、
詳

し
く
は
鳥
取
労
働
局
労
働
基

準
部
賃
金
室
（
☎
０
８
５
７

︱
29
︱
１
７
０
５
）、
ま
た

は
米
子
労
働
基
準
監
督
署

（
☎
34
︱
２
２
３
１
）
へ
。

ズ
運
航
会
社
や
旅
行
社
、
空

港
、
Ｊ
Ｒ
の
駅
な
ど
に
配
付

し
て
い
ま
す
。

　
わ
か
と
り
交
通
の
松
本
勇

社
長
は
、「
安
全
で
親
切
に

お
客
様
を
運
ぶ
こ
と
を
一
番

に
心
が
け
て
い
ま
す
。
会
話

は
、
ス
マ
ホ
の
翻
訳
ア
プ
リ

な
ど
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

外
国
人
の
皆
さ
ん
に
日
本
の

良
さ
を
感
じ
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
の
体

験
も
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い

ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
わ
か
と
り
交

通
（
☎
44
︱
０
３
４
５
）
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
産
地
協
議
会（
島

谷
憲
司
会
長
）は
、お
さ
か

な
レ
シ
ピ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
の
第

２
弾
「
境
港
の
カ
ン
タ
ン

時
短
ベ
ニ
ズ
ワ
イ
ガ
ニ
レ

シ
ピ
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
日
本
一
の
水
揚
げ
を
誇

る
境
港
の
特
産
品
、
ベ
ニ

ズ
ワ
イ
ガ
ニ
を
簡
単
で
手
早

く
調
理
し
、
お
い
し
く
食
べ

て
も
ら
お
う
と
作
成
。
▽
カ

ニ
の
甲
羅
茶
碗
蒸
し
▽
揚
げ

ガ
ニ
▽
カ
ニ
キ
ム
チ
（
ケ
ジ

ャ
ン
）
▽
カ
ニ
の
ボ
イ
ル
▽

カ
ニ
の
陶
板
焼
き
▽
カ
ニ
の

絹
田
巻
き
︱
の
レ
シ
ピ
を
ご

紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
カ
ニ
の
下
ご

し
ら
え
の
方
法
を
写
真
と

分
か
り
や
す
い
解
説
で
説

明
す
る
な
ど
、
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
フ
ァ
ン
必
携
の
一

冊
で
す
。

　
た
だ
い
ま
、
境
港
商
工

会
議
所
と
境
港
市
水
産
課

な
ど
で
無
料
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
水
産
王
国 

境
漁

港
」
に
同
レ
シ
ピ
の
内
容

を
掲
載
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
産

地
協
議
会
事
務
局
（
境
港

市
水
産
課
内
・
☎
47
︱
１

０
５
５
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ベニズワイガニ料理

カンタン時短レシピカンタン時短レシピカンタン時短レシピ
― 境港市産地協議会 ―

カニの下ごしらえなども紹介

4



http://www.oak-corp.jp

代表取締役 𠮷 岡 和 彦

〒684ｰ0046  鳥取県境港市竹内団地208ｰ3
TEL(0859)47ｰ2133  FAX(0859)47ｰ2138

Eメール oak@gamma.ocn.ne.jp社 団 法 人　大 日 本 水 産 会
水産加工施設ＨＡＣＣＰ認定工場

代表取締役社長 奥　森　　　清

鳥取県境港市元町12 4－1
 TEL（0859）4 2 － 6 6 6 1㈹
FAX（0859）4 2 － 6 5 6 4
http://www.sin-wa.com/

〒684－0032

（社）日本塗装工業会会員
（社）日本コンクリート防食協会会員（上下水槽）
 鳥取県防水事業協同組合員
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昨年の生誕祭に登場した武良布枝さん（中央）と平井伸治・
鳥取県知事（右）、中村勝治・境港市長（左）ら　　 ⓒ水木プロ

カニのモチーフを施したギター

人
間
性
の
高
め
方

人
間
性
の
高
め
方

8顔で笑顔で
乾杯乾杯
笑

　
人
間
性
を
高
め
た
い
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
ま
す
。

私
が
思
う
「
人
間
性
の
高

め
方
」。
そ
れ
は
自
分
の

暮
ら
し
を
見
直
す
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
じ
め
に
暮
ら
し
を

見
直
す
。
ゴ
ミ
が
た
く
さ
ん

あ
っ
て
、
散
ら
か
っ
た
部
屋

で
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
ま
せ
ん

か
？ 

栄
養
の
偏
っ
た
も
の

ば
か
り
を
食
べ
続
け
て
い
ま

せ
ん
か
？ 

早
寝
早
起
き
が

で
き
な
い
よ
う
な
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
自
分
の
暮
ら
し
と
い
う
の

は
、
性
格
に
大
き
く
影
響
し

て
き
ま
す
。
時
間
に
余
裕
、

お
金
に
余
裕
、
気
持
ち
に
余

裕
の
あ
る
暮
ら
し
を
心
が
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
本
を
読
む
こ
と
も
大
切
。

知
識
が
豊
富
な
人
は
人
間
性

が
高
い
と
、
私
は
思
い
ま
す
。

　
私
が
今
は
ま
っ
て
い
る
の

は
、
座
右
の
銘
に
つ
い
て
の

本
で
す
。
そ
の
中
に
あ
っ
た

お
も
し
ろ
い
座
右
も
の
を
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
ね
。

　「
欲
し
い
も
の
は
ど
ん
な

手
を
使
っ
て
も
、
手
に
入

れ
る
の
が
俺
様
だ
（
ド
ラ

え
も
ん
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
）」。

「
結
果
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る

（
ラ
イ
ザ
ッ
プ
の
Ｃ
Ｍ
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
）」。「
や

ら
れ
た
ら
や
り
返
す
、
倍

返
し
だ
！
（
ド
ラ
マ
半
沢

直
樹
か
ら
）」。

　
人
生
悔
し
い
こ
と
も
起

こ
り
ま
す
。
泣
き
寝
入
り

は
や
め
ま
し
ょ
う
。
や
り

返
す
の
で
す
。
し
か
も
、

２
倍
に
し
て
。

　
　
　
　
　
松
本
奈
緒
子

　
２
０
１
５
年
11
月
30
日
に

逝
去
さ
れ
た
水
木
し
げ
る
先

生
の
誕
生
日
を
祝
う
催
し

「
水
木
し
げ
る
生
誕
祭
」
が

昨
年
に
続
き
、
３
月
３
日
に

境
港
市
文
化
ホ
ー
ル
（
中
野

町
）
と
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
ご
存
命
で
あ
れ
ば
、
今
年

の
３
月
８
日
で
96
歳
と
な
る

水
木
し
げ
る
先
生
の
生
誕
を

祝
う
た
め
、
地
元
関
係
者
や

全
国
各
地
の
フ
ァ
ン
が
集
ま

り
ま
す
。

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
各
種
の
イ
ベ

ン
ト
を
開
始
。
バ
ー
ス
デ
ー

ケ
ー
キ
の
披
露
や
ク
イ
ズ
大

会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
昨
年

同
様
、
当
日
は
水
木
作
品
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
仮
装
も
可

能
で
す
。

　
ま
た
、今
年
が
ア
ニ
メ「
ゲ

ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」
誕
生
50
周

年
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
過

去
に
鬼
太
郎
の
声
を
演
じ
、

４
月
か
ら
放
送
が
始
ま
る
第

６
期
シ
リ
ー
ズ
で
は
目
玉
お

や
じ
を
演
じ
る
声
優
界
の
レ

ジ
ェ
ン
ド
・
野
沢
雅
子
さ
ん

や
ね
ず
み
男
を
演
じ
る
古
川

登
志
夫
さ
ん
ら
が
ゲ
ス
ト
出

演
し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
「
ゲ

ゲ
ゲ
談
義
２
０
１
８
」
を
実

施
。

　
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
で
は
、

午
前
10
時
か
ら
Ｊ
Ｒ
境
港
駅

前
公
園
の「
世
界
妖
怪
会
議
」

で
「
ゲ
ゲ
ゲ
食
堂
」
と
銘
打

っ
た
食
の
催
し
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
午
前
11
時
か

ら
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
お
披

露
目
と
な
る「
鬼
太
郎
列
車
」

と
「
ね
こ
娘
列
車
」
が
出
発

式
。
先
着
２
０
０
人
に
記
念

入
場
証
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

ま
す
。
午
後
４
時
か
ら
は
バ

ー
ス
デ
ー
ケ
ー
キ
の
ふ
る
ま

い
も
。

　
当
日
は
、
水
木
し
げ
る
先

生
の
お
祝
い
を
し
て
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
完
成
間
近
の
水
木

し
げ
る
ロ
ー
ド
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

　
詳
し
く
は
、
境
港
市
通
商

観
光
課
観
光
振
興
係
（
☎
47

︱
１
０
６
８
）
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

3月3日

水
木
し
げ
る
先
生 

生
誕
96
年

妖
怪
た
ち
と
お
祝
い
し
よ
う

　
境
港
市
中
町
に
在
住
す
る

門
山
幸
順
さ
ん
の
立
体
的
な

ア
ー
ト
作
品
が
評
判
で
す
。

色
と
り
ど
り
の
グ
ル
ー
ス
テ

ィ
ッ
ク
と
い
う
接
着
剤
の
一

種
を
使
っ
た
個
性
的
な
作
品

群
が
目
を
引
き
ま
す
。

　
境
港
と
い
え
ば
「
カ
ニ
」

と
い
う
こ
と
で
、
板
材
を
切

っ
た
り
、
貼
り
合
わ
せ
た
り

し
て
、
カ
ニ
の
形
を
作
り
、

こ
れ
に
グ
ル
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
ど
で
模
様
を
付
け
て
い
き

ま
す
。

　
門
山
さ
ん
は
専
門
的
な
美

術
教
育
を
受
け
た
わ
け
で
は

な
く
、
10
年
ほ
ど
前
、
初
め

て
で
き
た
お
孫
さ
ん
の
た
め

に
お
も
ち
ゃ
を
作
ろ
う
と
始

め
た
の
が
き
っ
か
け
。

　
残
念
な
が
ら
お
孫
さ
ん
は

あ
ま
り
興
味
を
示
さ
な
か
っ

た
よ
う
で
す
が
、
門
山
さ
ん

は
グ
ル
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
使

っ
た
作
品
作
り
に
の
め
り
込

み
、
数
々
の
作
品
を
作
り
上

げ
て
い
ま
す
。

　
カ
ニ
を
始
め
と
す
る
様
々

な
モ
チ
ー
フ
を
施
し
た
ギ
タ

ー
や
ド
ラ
ム
な
ど
の
楽
器
、

子
供
用
の
お
み
こ
し
ま
で
多

様
な
作
品
が
あ
り
ま
す
。

　
作
品
は
す
べ
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
門
山
さ
ん
の
ひ
ら
め
き

に
よ
る
デ
ザ
イ
ン
の
た
め
、

設
計
図
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
二
度
と
同
じ
も
の

は
作
れ
な
い
と
の
こ
と
。
ま

た
、
以
前
に
作
っ
た
作
品
で

も
そ
の
ひ
ら
め
き
と
創
作
意

欲
で
手
を
加
え
た
り
す
る
の

で
、
作
品
た
ち
は
日
々
進
化

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
門
山
さ
ん
は
、
境
港
市
内

の
作
品
展
や
全
国
を
巡
る
美

術
展
な
ど
に
多
数
の
作
品
を

出
展
し
、
個
性
的
な
ア
ー
ト

作
品
と
と
も
に
境
港
の
Ｐ
Ｒ

に
も
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　
門
山
さ
ん
の
作
品
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
境
港
市
観
光

協
会
（
☎
47
︱
３
８
８
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
毎
年
、
楽
し
み
な
企
画
が

実
施
さ
れ
る
夢
み
な
と
タ
ワ

ー
の
春
の
イ
ベ
ン
ト
。
今
回

の
テ
ー
マ
は
「
あ
そ
べ
る
宇

宙
博
」
で
、
３
月
17
日
か
ら

５
月
６
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
所
有
す
る

ロ
ケ
ッ
ト
や
小
型
惑
星
探
査

機
の
模
型
の
展
示
を
は
じ
め
、

満
天
の
星
が
広
が
る
プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム
や
銀
河
鉄
道
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
乗
り
物
な
ど
、

遊
べ
る
体
験
型
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
登
場
し
ま
す
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
期
間
中

は
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
内
で
、

「
ク
イ
ズ
＆
ス
タ
ン
プ
ラ
リ

ー
」
や
山
陰
で
活
躍
す
る
作

家
さ
ん
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
夢
み
な
と
工
房
（
期
間
内

の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
に
開

催
）」
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が

盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
　

　
ま
た
５
月
３
日
～
６
日
ま

で
の
４
日
間
は
、
夢
み
な
と

タ
ワ
ー
か
ら
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
ま

で
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の

運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

　
あ
そ
べ
る
宇
宙
博
の
あ
ら

ま
し
は
、
次
の
通
り
で
す
。

開
催
期
間
　
３
月
17
日
㈯
～

５
月
６
日
㈰
（
４
月
９
日
㈪

か
ら
４
月
27
日
㈮
の
間
は
土

・
日
曜
日
の
み
）

入
場
料
　
▽
一
般
（
高
校
生

以
上
）
＝
５
０
０
円
（
当
日

券
＝
７
０
０
円
）
▽
子
ど
も

（
３
歳
以
上
）
＝
４
０
０
円

（
当
日
券
＝
６
０
０
円
）

※
入
場
券
は
タ
ワ
ー
展
望
室

へ
の
無
料
入
場
、タ
ワ
ー「
み

な
と
ま
ち
商
店
街
」「
境
港

さ
か
な
セ
ン
タ
ー
」「
み
な

と
温
泉
ほ
の
か
み
」
で
の
割

引
、「
水
木
し
げ
る
記
念
館
」

「
海
と
く
ら
し
の
史
料
館
」

「
と
っ
と
り
花
回
廊
」
へ
の

入
場
料
割
引
な
ど
の
特
典
が

付
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー（
☎
47
︱
３
８
０
０
）へ
。

春
の
イ

ベ
ン
ト

３
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

あ
そ
べ
る
宇
宙
博
夢みなとタワー

個
性
的
な
作
品
で
境
港
を
Ｐ
Ｒ

境
港
市
内
の

ア
ー
ト
作
家

門
山
光
順
さ
ん

5



エネルギー自給率について

［中国地域エネルギーフォーラム鳥取県支部］〈事務局〉境港商工会議所  相談課内　☎ 0859ー 44ー 1111

国民生活や経済活動に必要な一
次エネルギーのうち、自国内で確
保できる比率をエネルギー自給
率と言います。2015年度は新
エネルギー等の導入や原子力発
電所の再稼働が進み、我が国の
エネルギー自給率は7％（原子力
含む）となりました。
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多彩なステージイベントで雰囲気を盛り上
げる大漁祭（昨年の会場で）

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

２月の相談日

２月１日㈭ 産 業 医

２月15日㈭ 産 業 医

２月22日㈭ 産 業 医

　
境
港
お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大

漁
祭
が
３
月
17
日
・
18
日
の

２
日
間
、
お
さ
か
な
ロ
ー
ド

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
で

４
回
目
。
主
催
は
、
境
港
お

さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭
実
行

委
員
会
（
佐
名
木
知
信
実
行

委
員
長
）
で
す
。

　
同
大
漁
祭
は
、
境
港
を
中

心
に
県
内
外
の
食
材
・
加
工

品
が
勢
ぞ
ろ
い
す
る
食
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
。
楽
し
い
ス
テ

ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
、
お
さ
か

な
ロ
ー
ド
を
巡
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
も
同
時
開
催
し
ま
す
。

　
ま
た
、
来
場
者
の
投
票
で

№
１
を
決
め
る
「
Ｓ
ｅ
ａ
級

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
境
港
大

会
」
も
行
い
ま
す
。
Ｓ
ｅ
ａ

級
グ
ル
メ
と
は
、
地
元
で
水

揚
げ
さ
れ
た
海
産
物
や
特
産

品
を
使
い
、“
Ｓ
ｅ
ａ
（
海
）”

の
要
素
を
含
ん
だ
料
理
で
す
。

　
大
漁
祭
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
。

日
時
　
３
月
17
日
㈯
・
18
日

㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
　
お
さ
か
な
ロ
ー
ド（
主

に
相
生
町
海
岸
通
り
）

　
詳
し
く
は
、
実
行
委
員
会

事
務
局
（
㈱
ア
イ
ズ
内
・
☎

47
︱
０
５
２
０
）
へ
。

　境港商工会議所が実施する２０１８年度検定試験のあらましは、次の通りです。
詳しくは境港商工会議所検定係（☎４４－１１１１）にお問い合わせください。

検定試験名 １級 ２級 ３級 初級／Ｂａｓｉｃ級
簿 記 　７，７１０円 ４，６３０円 ２，８００円 ２，１６０円
原 価 計 算 初 級 ― ― ― ２，１６０円
リテールマーケティング（販売士） 　７，７１０円 ５，６６０円 ４，１２０円 ―
珠 算 　２，３００円 １，７００円 １，５００円 ―
日 商 Ｐ Ｃ（ 文 書 作 成 ） １０，２９０円 ７，２００円 ５，１４０円 ４，１２０円
日 商 Ｐ Ｃ （ デ ー タ 活 用 ） １０，２９０円 ７，２００円 ５，１４０円 ４，１２０円
日 商 Ｐ Ｃ （プ レ ゼ ン 資 料 作 成 ） １０，２９０円 ７，２００円 ５，１４０円 ―
電 子 会 計 実 務 １０，２９０円 ７，２００円 ４，１２０円 ―
日 商 ビ ジ ネ ス 英 語 　７，２００円 ５，１４０円 ４，１２０円 ―
キ ー ボ ー ド 操 作 技 能 ビジネスキーボード　２，５７０円 キータッチ2000テスト　１，５４０円

【受験料】

検定試験名 会　　場　　名 所在地／ＴＥＬ URL ／ E-mail

簿記・販売士
・ 珠 算

境 港 商 工 会 議 所
境港市上道町３００２ http://www.sakaiminato.com/

０８５９－４４－１１１１ cci@sakaiminato.com
日 商 Ｐ Ｃ ほ か
ネ ッ ト 試 験

㈲米子情報処理センター
境港市松ヶ枝町１ http://www.y-ec.co.jp

０８５９－４７－６０１０ info@y-ec.co.jp

【試験会場】

検定試験名 級 施行回数 施行日 申込受付期間（※はネット申込）

筆
　
　
記
　
　
試
　
　
験

簿 記

１～３級 第１４９回  ６ 月１０日（日） ※ ４ 月１１日（水）～ ５ 月１１日（金）
　 ４ 月２０日（金）～ ５ 月１１日（金）

１～３級 第１５０回 １１月１８日（日） ※ ９ 月１９日（水）～１０月１９日（金）
　１０月 ２ 日（火）～１０月１９日（金）

２～３級 第１５１回  ２ 月２４日（日） ※１２月２５日（火）～ １ 月２５日（金）
　 １ 月 ８ 日（火）～ １ 月２５日（金）

リ テ ー ル
マーケティング

（ 販 売 士 ）
２～３級

第８２回  ７ 月１４日（土） ※ ５ 月２２日（火）～ ６ 月２２日（金）
　 ６ 月 ６ 日（水）～ ６ 月２２日（金）

第８３回  ２ 月２０日（水） ※１２月２５日（火）～ １ 月２５日（金）
　 １ 月 ８ 日（火）～ １ 月２５日（金）

珠 算

１～３級 第２１３回  ６ 月２４日（日） 　 １ 月 ８ 日（火）～ ５ 月２４日（木）

１～３級 第２１４回 １０月２８日（日） 　 ９ 月 ５ 日（水）～ ９ 月２７日（木）

１～３級 第２１５回  ２ 月１０日（日） 　１２月１３日（木）～ １ 月１０日（木）

ネ
　
ッ
　
ト
　
試
　
験

簿 記 初 級 ／ 原 価 計 算 初 級 随　　　　時

日 商 Ｐ Ｃ
（文 書 作 成）
（デ ー タ 活 用）
（プレゼン資料作成）

１級 １０月７日（日）・２月１７日（日）

２級・３級・
Basic 随　　　　時

電 子 会 計 実 務
１級 １０月７日（日）・２月１７日（日）

２級・３級 随　　　　時

日商ビジネス英語
１級 １０月７日（日）・２月１７日（日）

２級・３級 随　　　　時

ビ ジ ネ ス キ ー ボ ー ド 随　　　　時

キ ー タ ッ チ2000テ ス ト 随　　　　時

※ネット試験の施行日と申込
受付期間は、試験会場にお
確かめください。

2018年度の各種検定試験スケジュール　境港商議所

　
事
業
活
動
を
行
う
時
、
自

動
車
は
不
可
欠
で
利
便
性
が

高
い
一
方
、
大
き
な
リ
ス
ク

も
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
リ
ス
ク
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
一
定
以
上
の

自
動
車
を
保
有
す
る
事
業
所

は
、
安
全
運
転
に
つ
い
て
必

要
な
業
務
を
行
う
安
全
運
転

管
理
者
ら
を
選
任
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
安
全
運
転
管
理
者
の
選
任

を
必
要
と
す
る
自
動
車
の
保

有
台
数
は
、
▽
乗
車
定
員
11

人
以
上
の
自
動
車
＝
１
台
以

上
▽
そ
の
他
の
自
動
車
＝
５

台
以
上
（
自
動
二
輪
車
は
０

・
５
台
に
換
算
）
︱
で
す
。

　
ま
た
、
20
台
以
上
の
自
動

車
を
保
有
す
る
場
合
は
、
安

全
運
転
管
理
者
と
は
別
に
副

安
全
運
転
管
理
者
を
選
任
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
（
届
出

制
）。

　
安
全
運
転
管
理
者
の
制
度

な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

境
港
警
察
署
（
☎
44
︱
０
１

１
０
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
日
本
商
工
会
議
所
は
、
企

業
の
人
材
育
成
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
た
め
、
現
行
の
簿
記
検

定
試
験
（
初
級
～
１
級
）
に

加
え
、「
原
価
計
算
初
級
」

を
創
設
し
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
に
よ
り
我
が

国
の
労
働
力
人
口
が
急
速
に

減
少
す
る
中
、
企
業
で
は
深

刻
化
す
る
人
手
不
足
の
克
服

に
向
け
て
、
Ｉ
Ｔ
の
利
活
用

や
人
材
育
成
な
ど
を
通
じ

て
、
生
産
性
向
上
に
取
り
組

む
こ
と
が
大
き
な
経
営
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
生
産
性
向
上
を
図
る
に
は
、

自
社
の
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
の

原
価
（
コ
ス
ト
）
と
、
売
上

や
利
益
を
正
確
に
把
握
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、「
原
価
計
算
」

は
生
産
性
を
目
に
見
え
る
形

に
し
て
把
握
し
、
そ
の
向
上

を
図
る
上
で
必
要
と
な
る
知

識
お
よ
び
ス
キ
ル
で
す
。

　
同
検
定
は
、
原
価
計
算
の

基
本
的
な
考
え
方
や
知
識
を

理
解
・
習
得
で
き
、
企
業
人

と
し
て
の
原
価
意
識
を
醸
成

す
る
こ
と
に
役
立
ち
ま
す
。

　
試
験
は
、実
施
か
ら
採
点
、

合
否
判
定
ま
で
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
行
う
ネ
ッ
ト
試

験
方
式
で
実
施
し
ま
す
。

　
同
検
定
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

程
度
・
能
力
　
原
価
計
算
の

基
本
用
語
や
原
価
と
利
益
の

関
係
を
分
析
・
理
解
し
、
業

務
に
利
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
る

合
格
基
準
　
１
０
０
点
満
で

70
点
以
上
を
合
格
と
す
る

試
験
時
間
　
40
分

試
験
会
場
　
境
港
商
工
会
議

所
の
ネ
ッ
ト
試
験
施
行
機
関

（
㈲
米
子
情
報
処
理
セ
ン
タ

ー
）

試
験
日
　
ネ
ッ
ト
試
験
施
行

機
関
が
決
定

受
験
料
　
２
１
６
０ 

円
（
税

込
）

施
行
開
始
時
期
　
２
０
１
８

年
４
月

　
詳
し
く
は
、
境
港
商
工
会

議
所
検
定
係
（
☎
44
︱
１
１

１
１
）
へ
。

県
内
外
の
食
が
勢
ぞ
ろ
い

お
さ
か
な
ロ
ー
ド
大
漁
祭

第
４
回

3月17・18日

一定
以上自動車保有事業所

安全運転管理者選任を
― 境港警察署 ―

４
月
か
ら
ネ
ッ
ト
試
験
方
式
で
開
始

新
検
定「
原
価
計
算
初
級
」

6



株式会社 友和・保険センター
本　店 〒683-0802 鳥取県米子市東福原7-2-6  TEL（0859）34-4938  FAX34-5660
境港店 〒684-0071 鳥取県境港市外江町2361-2  TEL（0859）21-0117  FAX21-0118

ホームページ ： www.youwa-hoken.jp/

～ 境港店店長　鷲澤からのお得情報 ～

ＧＫ見守るクルマの保険
最先端のテクノロジーで運転する方だけでなく見守るご家族にも
安心を提供する新しい保険です。　
ドライバーの安全運転をサポートするとともに、ご家族が運転状況を
見守ります！

一度、当代理店ホームページへ↓↓↓

山本博敏税理士事務所
税 理 士 山　本　博　敏

〒684－0032  鳥取県境港市元町1844－5
 TEL0859（44）0445  FAX 0859（44）1990
e―mail :yamamoto―hirotosi@tkcnf.or.jp
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境　港

№80

青色申告会

青色申告会の元気企業

地元にじわじわと浸透
― 海鮮ふぐ料理 殿 ―

　
あ
っ
、
と
い
う
間
に
新
年

を
迎
え
た
と
思
っ
た
ら
も
う

２
月
で
す
。

　
確
定
申
告
の
準
備
は
終
わ

り
ま
し
た
か
？
　
準
備
中
で

懸
命
に
書
類
に
取
り
組
ん
で

い
る
人
、
申
告
用
紙
に
記
入

す
る
の
み
の
人
、
記
入
を
終

え
当
日
の
受
付
を
待
つ
ば
か

り
の
人
な
ど
、
色
々
あ
る
頃

だ
と
思
い
ま
す
。

　
努
力
し
て
も
数
字
に
現
れ

ず
、
頭
を
痛
め
て
い
る
人
も

一
人
で
は
無
い
で
し
ょ
う
。

色
々
な
角
度
か
ら
考
え
て
い

ポリシーは「値段を抑えて美味しいもの
を」という三附康弘さん

る
皆
さ
ん
も
た
く
さ
ん
い
ら

っ
し
ゃ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
と
き
、
私
た

ち
個
人
事
業
者
は
、
自
分
で

勉
強
し
た
り
、
教
え
て
も
ら

っ
た
こ
と
を
自
分
の
も
の
に

し
て
、
経
営
に
生
か
す
こ
と

が
大
切
で
し
ょ
う
。

　
昨
年
も
認
知
症
勉
強
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
勉
強

会
で
学
ん
だ
運
動
や
頭
の
体

操
な
ど
を
再
度
チ
ェ
ッ
ク
し
、

自
分
の
健
康
に
注
意
し
、
食

事
の
大
切
さ
、
運
動
機
能
維

持
の
大
切
さ
を
見
直
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
明
る
く
、
笑
顔
で
過
ご
せ

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
。
　
　
　
　
　
E

【事業所のあらまし】
事業所名	 海鮮ふぐ料理	殿（との）
代 表 者	 三附 康弘（みつけ・やすひろ）
所 在 地	 境港市末広町66
事業内容	 飲食店
営業時間	 17：00～23：00
　　　　　（土・日・祝は昼12：00～14：30も営業）
定 休 日	 不定休
Ｔ Ｅ Ｌ	 0859－44－2929

税務・会計
一口メモ

…16
還付申告

　
２
０
１
７
（
平
成
29
）
年

分
の
確
定
申
告
時
期
が
近
づ

い
て
き
ま
し
た
。
確
定
申
告

は
個
人
の
１
年
間
の
所
得
を

計
算
し
、
納
税
額
を
確
定
さ

せ
る
手
続
き
で
す
。

　
所
得
の
合
計
額
が
所
得
控

除
の
合
計
額
を
超
え
る
場
合
、

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま

で
に
行
う
必
要
が
あ
り
、
事

業
所
得
者
の
場
合
に
は
、
ま

ず
事
業
所
得
の
確
定（
決
算
）

が
前
提
と
な
り
ま
す
。

　
逆
に
次
に
該
当
す
る
よ
う

な
場
合
に
は
確
定
申
告
の
義

務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
税
金

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申

告
（
還
付
申
告
）
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

①
給
与
所
得
や
退
職
所
得
の

あ
る
人
で
、
雑
損
控
除
、
医

療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
と

い
っ
た
特
別
控
除
な
ど
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

②
給
与
所
得
者
で
、
年
の
中

途
で
退
職
し
、
そ
の
後
就
職

し
な
か
っ
た
た
め
、
年
末
調

整
を
受
け
て
い
な
い
場
合

③
予
定
納
税
を
し
た
人
で
、

所
得
が
減
る
な
ど
、
確
定
申

告
の
必
要
が
無
く
な
っ
た
場

合④
給
与
所
得
者
で
、
少
額
の

配
当
や
原
稿
料
の
収
入
が
あ

る
場
合

　
な
お
、
こ
の
還
付
申
告
は

確
定
申
告
の
始
ま
る
２
月
16

日
以
前
で
も
行
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
M

　
魚
関
係
の
人
か
ら
貰
っ
た

魚
が
食
卓
に
上
が
る
こ
と
が

ま
ま
あ
る
。
だ
が
、
貰
う
の

は
大
衆
魚
ば
か
り
だ
。
境
港

で
も
ふ
ぐ
の
水
揚
げ
は
い
く

ら
か
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ば

っ
か
り
は
回
っ
て
こ
な
い
。

貰
っ
て
も
処
理
に
困
る
の
だ

が
。

　
境
港
は
魚
の
町
と
い
い
な

が
ら
、
ふ
ぐ
は
マ
イ
ナ
ー
な

魚
だ
。
そ
ん
な
不・

・遇
な
ふ
ぐ

料
理
の
専
門
店
が
境
港
に
で

き
た
。
末
広
町
の
海
岸
通
り

に
面
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る

「
海
鮮
ふ
ぐ
料
理 

殿（
と
の
）」

だ
。

　
２
０
１
５
年
８
月
に
開
業

し
て
じ
わ
じ
わ
と
地
元
に
浸

透
し
つ
つ
あ
る
が
、
広
島
、

大
阪
、
神
戸
な
ど
か
ら
の
客

も
多
く
、
な
ん
と
わ
ざ
わ
ざ

（
？
）
香
港
な
ど
、
海
外
か

ら
の
客
も
あ
る
と
い
う
。
水

木
し
げ
る
ロ
ー
ド
や
飛
行
機

の
香
港
便
、
環
日
本
海
定
期

貨
客
船
、
駅
前
ホ
テ
ル
の
お

陰
で
あ
ろ
う
か
。

　
店
主
の
三
附
康
弘
さ
ん
は

17
歳
の
時
に
ふ
ぐ
屋
さ
ん
に

就
職
し
、
20
歳
の
時
に
ふ
ぐ

調
理
師
免
許
を
取
得
し
た
。

料
理
人
歴
は
40
年
余
と
超
ベ

テ
ラ
ン
だ
。
し
か
し
、
三
附

さ
ん
の
人
生
は
平
た
ん
で
は

な
い
。

　
兵
庫
県
は
西
宮
で
自
分
の

店
を
持
ち
、
さ
ら
に
頑
張
ろ

う
と
店
舗
の
改
装
を
し
て
数

カ
月
後
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
被
災
し
店
舗
は
半
壊
。

借
金
返
済
の
た
め
、
弁
当
屋

も
や
り
な
が
ら
営
業
を
続
け

た
が
、
結
局
店
じ
ま
い
。

　
知
り
合
い
が
米
子
で
店
を

始
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

お
手
伝
い
で
こ
ち
ら
に
や
っ

て
き
た
と
の
こ
と
。
そ
の
後
、

境
港
で
ふ
ぐ
の
養
殖
を
や
っ

て
い
る
業
者
と
縁
が
で
き
、

生
産
現
場
も
面
白
そ
う
と
、

今
度
は
養
殖
の
お
手
伝
い
。

そ
し
て
よ
う
や
く
「
殿
」
の

開
店
に
た
ど
り
着
い
た
。

　「
殿
」
は
ふ
ぐ
料
理
を
メ

イ
ン
に
し
て
い
る
が
、
季
節

の
魚
、
か
に
料
理
も
提
供
し

て
い
る
。
店
主
の
ポ
リ
シ
ー

は
「
値
段
を
抑
え
て
美
味
し

い
も
の
を
」。

　「
殿
と
ら
ふ
ぐ
コ
ー
ス
」

が
３
９
８
０
円
（
税
抜
）
は
、

な
か
な
か
お
得
感
が
あ
る
。

こ
の
値
段
で
、ふ
ぐ
刺
し（
テ

ッ
サ
）、
ふ
ぐ
ち
り
鍋
（
テ

ッ
チ
リ
）、
唐
揚
げ
、
雑
炊

な
ど
の
コ
ー
ス
料
理
が
味
わ

え
る
の
だ
。

　
美
味
し
く
食
べ
て
も
ら
う

た
め
に
、
手
間
は
か
か
っ
て

も
お
客
さ
ん
の
食
べ
頃
に
合

わ
せ
て
調
理
す
る
こ
と
を
心

掛
け
て
い
る
と
い
う
。
メ
ニ

ュ
ー
に
は
一
般
的
な
も
の
を

掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以

外
に
も
美
味
し
い
食
べ
方
が

あ
る
ら
し
い
。「
声
を
掛
け

て
い
た
だ
い
た
ら
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
じ
ま
す
」
と
店
主
。

　
お
酒
は
、
境
港
の
地
酒
は

も
と
よ
り
、
県
内
外
の
日
本

酒
や
焼
酎
も
い
ろ
い
ろ
置
い

て
あ
る
。
店
主
（
き
っ
と
酒

好
き
）
の
好
み
が
大
き
く
反

映
し
て
い
る
品
揃
え
と
見
た
。

そ
し
て
、
ふ
ぐ
と
い
え
ば
ヒ

レ
酒
は
欠
か
せ
な
い
。
店
主

に
よ
る
と
、
ヒ
レ
の
焼
き
方

に
工
夫
が
あ
り
香
ば
し
く
臭

み
が
な
い
そ
う
だ
。
あ
あ
、

の
ど
が
鳴
っ
て
き
た
。
　
Y

境港青色申告会  青色ひろば

豊かなライフスタイルの演出④

PRESENT（プレゼント）
　年末年始も終わり、一息つく間もなく、毎日慌ただ
しい日々の生活に追われていませんか。目を向けるべ
きは、今。過去でも未来でもなく、“今”なのです。「今、
この瞬間どう生きるか」がこれからの未来を創ります。
　「今、この瞬間を生きなさい。明日のことを考えずに。
先のことは誰にもわからない」。ハワイでのヨガ研修
で、私はこう教わりました。
　「現代人は大抵無理をすることと、完璧を求めるこ
とが得意。完璧主義は、時には自分自身を苦しめるこ
ともある。そしてそれは満たされるために常に条件付
きのものになってしまう。それらが叶わなかった時に、
自己否定につながるのだ」と。
　何事も完璧になんてしなくて良い。その時のベスト
を尽くせたらそれで良い。
　そこに少しの“アソビゴコロ”を持って瞬間を全力で
楽しむことができたら、どんな結果でも受け入れるこ
とができるはず。
　そして何より、そんな自分をまた少し好きになれる
と思いませんか。
　ベストを尽くす。人生何が起こるか誰にもわからな
い。だからこそ、“今”を感じ、そのままを受け入れる。
同じ「今日」は二度と来ない。良いこともそうでなかっ
たことも、全てが贈り物。毎日がベストなのです。
　「PRESENT（プレゼント）」は“現在”とか“贈り物”と
言う意味を持ちます。近しい言葉では「GIFT(ギフト）」
があります。今日を生きられることは、人生のプレゼ
ントなのです。
　｢人は誰でも、その人にだけ贈られた『GIFT』があ
る。他の人がどんなに欲してもそれは決して手に入ら
ない｣。これは感銘を受けたある曲の一節です。
　今、この瞬間があること。そのものが人生の贈り物
なのです。そんな気持ちを持って、あなただけの｢プ
レゼント＝いま｣を見つめてみませんか。きっと日々
を豊かに過ごすキッカケになってくれるはずです。

●

北

●まるか商事

←境港駅

海鮮フグ料理 殿

境　水　道

女
性
部
だ
よ
り

健
康
で
、明
る
く
笑
顔
に

ベンハーズジム
RYT200/	YOGA	instructor 阿部亜理沙
instagram/@benhursgym
Facebook/Benhurs-Gym
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今
年
の
ク
ル
ー
ズ
客
船
の

境
港
寄
港
予
定
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
３
月
か
ら
10
月
ま

で
の
７
カ
月
間
に
41
隻
が
訪

れ
ま
す
。
昨
年
に
比
べ
る
と
、

船
の
数
は
多
少
減
り
ま
す
が
、

正解と当選者

ガンバレ受験生！ 合格祈願！

　今年も米子鬼太郎空港に、山口県にある防府天満宮の「受
験祈願大絵馬」が設置されました。
（設置期間：2018年１月11日～3月11日）
　これはANAが米子鬼太郎空港から出発される受験生の
合格を祈願して設置したものです。
　大絵馬には願い口が備えられ、願いごとを投函されると、
実際に防府天満宮に奉納されます。
　受験生はもちろん、受験生のご家族の皆さんも米子鬼太
郎空港へ合格祈願にお越しください！
※期間中、ＡＮＡをご利用される受験生の皆さんには、先着で次のプレゼントを差し上げます。
Ⅰ．航空機整備の際に使用する「すべらないお守り」（先着１００名様）
Ⅱ．防府天満宮×ＡＮＡ「合格祈願シャープペンシル」（先着５０名様）
（米子鬼太郎空港1階チェックインカウンターで、お申し出の上の受け取りとなります）

大
型
船
が
多
数
寄
港
し
、
乗

船
客
数
は
昨
年
並
み
の
よ
う

で
す
。
水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
酒
蔵
体

験
ツ
ア
ー
な
ど
、
迎
え
入
れ

る
地
元
の
お
も
て
な
し
態
勢

も
徐
々
に
盛
り
上
が
っ
て
き

ま
し
た
。
市
民
の
国
際
交
流

へ
の
機
運
も
高
ま
っ
て
い
ま

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

２
月
の
イ
ベ
ン
ト

す
。
訪
日
外
国
人
が
一
人
で

も
多
く
境
港
フ
ァ
ン
に
な
っ

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

 

出
店
の
募
集
受
付

　
夢
み
な
と
タ
ワ
ー
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募

集
し
ま
す
。

開
催
日
　
３
月
３
日
㈯
・
４

日
㈰

受
付
日
時
　
２
月
17
日
㈯

午
前
９
時
か
ら
電
話
（
☎
47

︱
３
８
０
０)

で
受
け
付
け

ま
す
。

出
店
料
　
▽
１
日
の
み
出
店

の
場
合
＝
２
０
０
０
円
▽
両

日
出
店
の
場
合
＝
３
０
０
０

円

 

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　
２
月
10
日
か
ら
13
日
ま
で

の
４
日
間
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
タ
ワ
ー
入
館
料

が
１
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

ま
た
有
料
入
館
者
に
は
、
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
各
日
と
も
先
着
20
名
様
ま

で
）。

日
時
　
２
月
10
日
㈯
～
13
日

㈫
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（
最
終
入
館
受
付
＝
午
後
４

時
30
分
）

タ
ワ
ー
入
館
料
　
▽
大
人
＝

２
７
０
円
（
通
常
＝
３
０
０

円
）
▽
小
・
中
学
生
＝
１
３

０
円
（
通
常
＝
１
５
０
円
）

　
詳
し
く
は
、
夢
み
な
と
タ

ワ
ー
（
☎
47
︱
３
８
０
０
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

オリジナルKiyoe(米子市大篠津町)の主力商品
「オーガンジーのポーチ」のテーマは、次のうち
どれでしょう。（２ページにヒントを掲載）

① 一瞬で心華やぐ
② 一瞬で開く
③ 一瞬で作る

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

2月10日（土）当日消印有効応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　オリジナルKiyoe

賞品  オーガンジーのポーチ
　　　　　 5名様

8

商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】

代 表 者	 多賀	歩路（たが・あむろ）

所 在 地	 境港市大正町134-1 2F

T E L	 0859-59-9228

営業時間	 17：00～24：00

休 業 日	 毎週木曜日

事業内容	 飲食業（カフェ・バー）

○創業のきっかけ？…自分の店を持つのが夢でした。私自
身もお酒が好きで、出身地である北海道のバーで働いて
いた時にノウハウを習得しました。境港で開業したきっ
かけは、ここが両親の出身地であり、タイミングよく店
舗が見つかったためです。昨年の夏に移り住み、12月1
日に当店をオープンしました。
○おすすめ＆セールスポイントは？…豊富な種類のお酒と
北海道の名物料理です。お酒は、口あたりが良い余市の
ウイスキーがおすすめです。料理は、ザンギ（鶏の唐揚げ）
やスープカレー、ラーメンサラダなど、北海道ならでは
のものを用意しています。また、北海道の繁華街「すす
きの」にあるバーのようなレンガ調の壁など、内装にも
こだわっています。カップルや女性同士でも入りやすく、
ゆっくり過ごしていただける店になっています。
○お客様は？…正面にある「御宿	野乃」に宿泊される人や
地元の人が中心で、客層は30代から50代が多いです。
また、リピーターも増えてきています。以前、北海道出
身のお客様が東京から来店された時には、地元の懐かし
い味を喜んでいただけました。

○今後の事業展開（展望）？…料理のメニューを増やしてい
きたいと考えていて、コース料理や飲み放題なども検討
しています。いずれは昼間の営業も始めて、ダイニング
バーのような店を目指しています。また、私自身が20
代なので、同世代からお年寄りまで幅広く来ていただけ
る店にしていきたいです。
○一言PR！…お酒も料理も手頃な値段で提供しています。
北海道の名物料理を食べたことのない人は、ぜひ一度味
わいに来てください。

御宿 野乃
●

御宿 野乃
●JR

境港駅

境港海陸運送
●

境港海陸運送
●

カフェバー
ア ケ ア

北

カウンターに立つ多賀店長

内装にもこだわった店内

カフェバーアケア

ペ
ン
を
置
い
て

　
前
月
号
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
㈲
こ
め
や
産
業
（
外
江
町
）

が
作
っ
て
い
る
郷
土
料
理

『
の
の
こ
め
し
』
に
使
わ
れ

て
い
る
お
米
は
、
な
ん
と
い

う
名
前
で
し
ょ
う
」
と
い
う

も
の
で
、
正
解
は
③
の
「
大

山
山
麓
米
」
で
し
た
。

当
選
者
（
敬
称
略
）
▽
石
津

理
沙
▽
須
山
智
帆

賞
品
　
冷
凍
の
の
こ
め
し
セ

ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
㈲
こ
め
や
産

業


